
JP 2010-522623 A5 2011.5.12

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成23年5月12日(2011.5.12)

【公表番号】特表2010-522623(P2010-522623A)
【公表日】平成22年7月8日(2010.7.8)
【年通号数】公開・登録公報2010-027
【出願番号】特願2010-501202(P2010-501202)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  18/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/0408   (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/0478   (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/0492   (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/044    (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/0402   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ  17/39    ３１０　
   Ａ６１Ｂ   5/04    ３００Ｊ
   Ａ６１Ｂ   5/04    ３１４Ｋ
   Ａ６１Ｂ   5/04    ３１０Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月24日(2011.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
医療用プローブであって、
　遠位端を有する細長部材と、
　該細長部材の該遠位端に取り付けられた金属電極と、
　該金属電極の内部に埋め込まれ、該金属電極から電気的に絶縁された複数の微小電極と
、
　該細長部材を通って延在し、該金属電極および該微小電極に接続される少なくとも１つ
のワイヤと
　を備える、医療用プローブ。
【請求項２】
前記金属電極は、硬い本体を備える、請求項１に記載の医療用プローブ。
【請求項３】
前記金属電極は、円筒形である、請求項１または２に記載の医療用プローブ。
【請求項４】
前記微小電極のそれぞれは、４ｍｍ以下の直径を有する、請求項１～３のいずれかに記載
の医療用プローブ。
【請求項５】
前記微小電極の外面は、前記金属電極の外面に一致し、実質的に連続的な外面を持つ電極
集合体を形成する、請求項１～４のいずれかに記載の医療用プローブ。
【請求項６】
前記金属電極は、円筒の壁と、該円筒の壁によって取り囲まれた穴と、該穴と連通して該
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円筒の壁を通って延びる複数の空孔とを有し、前記微小電極は、該空孔の内側にそれぞれ
配置される、請求項１～５のいずれかに記載の医療用プローブ。
【請求項７】
前記細長部材の前記遠位端は、前記金属電極の前記穴の内側に配置される、請求項６に記
載の医療用プローブ。
【請求項８】
前記空孔の内側にそれぞれ配置される、複数の電気的絶縁性の帯をさらに備え、前記微小
電極は、該電気的絶縁性の帯の内側にそれぞれ配置される、請求項６に記載の医療用プロ
ーブ。
【請求項９】
前記金属電極は、キャップ電極である、請求項１～８のいずれかに記載の医療用プローブ
。
【請求項１０】
医療用プローブの製造方法であって、
　壁と、該壁によって取り囲まれた穴とを有する、円筒形の電極を提供することと、
　該壁を通して該穴に通じる複数の空孔を形成することと、
　該空孔の中に複数の微小電極をそれぞれ取り付けることと、
　細長部材の遠位端を該穴の中に取り付けることと、
　少なくとも１つのワイヤを該電極および該微小電極に接続することと、
　該細長部材を通して該少なくとも１つのワイヤを配置することと
　を含む、方法。
【請求項１１】
前記電極は、半球形の遠位先端を有し、前記細長部材の遠位先端は、前記穴の中に取り付
けられる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
前記空孔は、前記壁を通してドリルで穿孔され、前記穴に通じる、請求項１０または１１
に記載の方法。
【請求項１３】
複数の電気的絶縁性の帯をそれぞれ前記空孔の中に取り付けることをさらに含み、前記微
小電極はそれぞれ、該電気的絶縁性の帯の内側に取り付けられる、請求項１０～１２のい
ずれかに記載の方法。
【請求項１４】
前記微小電極のそれぞれは、４ｍｍ以下の直径を有する、請求項１０～１３のいずれかに
記載の方法。
【請求項１５】
実質的に連続的な外面を持つ電極集合体を形成するように、前記電極の外面および前記微
小電極の外面を研磨することをさらに含む、請求項１０～１４のいずれかに記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　図面は本発明の実施形態の設計および有用性を説明し、同様の要素は共通の参照番号で
参照される。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
医療用プローブであって、
　遠位端を有する細長部材と、
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　該細長部材の該遠位端に取り付けられた金属電極と、
　該金属電極の内部に埋め込まれ、該金属電極から電気的に絶縁された複数の微小電極と
、
　該細長部材を通って延在し、該金属電極および該微小電極に接続される少なくとも１つ
のワイヤと
　を備える、医療用プローブ。
（項目２）
上記細長部材は、可撓性である、項目１に記載の医療用プローブ。
（項目３）
上記金属電極は、硬い本体を備える、項目１に記載の医療用プローブ。
（項目４）
上記金属電極は、円筒形である、項目１に記載の医療用プローブ。
（項目５）
上記複数の微小電極は、少なくとも４個の微小電極を備える、項目１に記載の医療用プロ
ーブ。
（項目６）
上記微小電極のそれぞれは、４ｍｍ以下の直径を有する、項目１に記載の医療用プローブ
。
（項目７）
上記微小電極の外面は、上記金属電極の外面に一致し、実質的に連続的な外面を持つ電極
集合体を形成する、項目１に記載の医療用プローブ。
（項目８）
上記金属電極は、円筒の壁、該円筒の壁によって取り囲まれた穴、および該穴と連通して
上記円筒の壁を貫通する複数の空孔を有し、上記微小電極は、該空孔の内側にそれぞれ配
置される、項目１に記載の医療用プローブ。
（項目９）
上記細長部材の上記遠位端は、上記金属電極の上記穴の内側に配置される、項目８に記載
の医療用プローブ。
（項目１０）
上記空孔の内側にそれぞれ配置される、複数の電気的絶縁性の帯をさらに備え、上記微小
電極は、該電気的絶縁性の帯の内側にそれぞれ配置される、項目８に記載の医療用プロー
ブ。
（項目１１）
上記穴の内側に配置される、電気的絶縁性の埋め込み用材料をさらに備える、項目８に記
載の医療用プローブ。
（項目１２）
医療用システムであって、
　項目１に記載の上記医療用プローブと、
　上記１つのワイヤに結合した高周波（ＲＦ）切除供給源と、
　上記少なくとも他のワイヤに結合したマッピングプロセッサと
　を備える、システム。
（項目１３）
医療用の方法であって、
　項目１に記載の上記医療用プローブを患者の体内に導入するステップと、
　上記金属電極を該患者の体内の組織と接触するように設置するステップと、
　上記微小電極のうちの少なくとも１つを介して該組織を感知するステップと、
　該組織を切除するように該金属電極から切除エネルギーを伝達するステップと
　を含む、方法。
（項目１４）
上記組織は、心臓組織である、項目１３に記載の方法。
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（項目１５）
上記医療用プローブは、上記患者の体内に静脈内導入され、上記心臓組織は、心内膜組織
である、項目１４に記載の方法。
（項目１６）
医療用プローブであって、
　遠位先端を有する細長部材と、
　該細長部材の該遠位先端に取り付けられたキャップ電極と、
　該キャップ電極上に配置され、該キャップ電極から電気的に絶縁された複数の微小電極
と、
　該細長部材を通って延在し、該キャップ電極および該微小電極に接続される少なくとも
１つのワイヤと
　を備える、プローブ。
（項目１７）
上記細長部材は、可撓性である、項目１６に記載の医療用プローブ。
（項目１８）
上記キャップ電極は、硬い本体を備える、項目１６に記載の医療用プローブ。
（項目１９）
上記キャップ電極は、金属材料から成る、項目１６に記載の医療用プローブ。
（項目２０）
上記キャップ電極は、４ｍｍ以上の長さを有する、項目１６に記載の医療用プローブ。
（項目２１）
上記複数の微小電極は、少なくとも４個の微小電極を備える、項目１６に記載の医療用プ
ローブ。
（項目２２）
上記微小電極のそれぞれは、４ｍｍ以下の直径を有する、項目１６に記載の医療用プロー
ブ。
（項目２３）
上記微小電極の外面は、上記キャップ電極の外面と一致し、実質的に連続的な外面を持つ
電極集合体を形成する、項目１６に記載の医療用プローブ。
（項目２４）
上記微小電極は、上記キャップ電極の中に埋め込まれる、項目１６に記載の医療用プロー
ブ。
（項目２５）
上記キャップ電極は、円筒の壁と、該円筒の壁によって取り囲まれた穴と、該穴と連通し
て該円筒の壁を貫通する複数の空孔とを有し、上記微小電極は、該空孔の内側にそれぞれ
配置される、項目１６に記載の医療用プローブ。
（項目２６）
上記細長部材の上記遠位先端は、上記キャップ電極の上記穴の内側に配置される、項目２
５に記載の医療用プローブ。
（項目２７）
上記空孔の内側にそれぞれ配置される、複数の電気的絶縁性の帯をさらに備え、上記微小
電極は、該電気的絶縁性の帯の内側にそれぞれ配置される、項目２５に記載の医療用プロ
ーブ。
（項目２８）
上記穴の内側に配置される電気的絶縁性の埋め込み用材料をさらに備える、項目２５に記
載の医療用プローブ。
（項目２９）
上記キャップ電極に対し近位の上記細長部材の周囲に取り付けられた少なくとも１つのリ
ング電極をさらに備え、上記少なくとも１つのワイヤは、該少なくとも１つのリング電極
に接続される、項目１６に記載の医療用プローブ。
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（項目３０）
医療用システムであって、
　項目１６の医療用プローブと、
　上記１つのワイヤに結合した高周波（ＲＦ）切除供給源と、
　上記少なくとも他のワイヤに結合したマッピングプロセッサと
　を備える、システム。
（項目３１）
医療用の方法であって、
　項目１５に記載の上記医療用プローブを患者の体内に導入するステップと、
　上記キャップ電極を該患者の体内の組織と接触するように設置するステップと、
　上記微小電極のうちの少なくとも１つを介して該組織を感知するステップと、
　該組織を切除するために該金属電極から切除エネルギーを伝達するステップと
　を含む、方法。
（項目３２）
上記組織は、心臓組織である、項目３１に記載の方法。
（項目３３）
上記医療用プローブは、上記患者の体内に静脈内導入され、上記心臓組織は、心内膜組織
である、項目３２に記載の方法。
（項目３４）
医療用プローブであって、
　遠位端を有する細長部材と、
　該細長部材の該遠位端に取り付けられた硬い電極と、
　該硬い電極上に配置され、該硬い電極から電気的に絶縁された複数の微小電極と、
　該細長部材を通って延在し、該硬い電極および該微小電極に接続される少なくとも１つ
のワイヤと
　を備える、プローブ。
（項目３５）
上記細長部材は、可撓性である、項目３４に記載の医療用プローブ。
（項目３６）
上記硬い電極は、金属材料から成る、項目３４に記載の医療用プローブ。
（項目３７）
上記硬い電極は、円筒形である、項目３４に記載の医療用プローブ。
（項目３８）
上記複数の微小電極は、少なくとも４個の微小電極を備える、項目３４に記載の医療用プ
ローブ。
（項目３９）
上記微小電極のそれぞれは、４ｍｍ以下の直径を有する、項目３４に記載の医療用プロー
ブ。
（項目４０）
上記微小電極の外面は、上記硬い電極の外面と一致し、実質的に連続的な外面を持つ電極
集合体を形成する、項目３４に記載の医療用プローブ。
（項目４１）
上記微小電極は、上記硬い電極の中に埋め込まれる、項目３４に記載の医療用プローブ。
（項目４２）
上記硬い電極は、円筒の壁と、該円筒の壁によって取り囲まれた穴と、該穴と連通して該
円筒の壁を貫通する複数の空孔とを有し、上記微小電極は、該空孔の内側にそれぞれ配置
される、項目３４に記載の医療用プローブ。
（項目４３）
上記細長部材の上記遠位端は、上記硬い電極の上記穴の内側に配置される、項目４２に記
載の医療用プローブ。
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（項目４４）
上記空孔の内側にそれぞれ配置される、複数の電気的絶縁性の帯をさらに備え、上記微小
電極は、該電気的絶縁性の帯の内側にそれぞれ配置される、項目４２に記載の医療用プロ
ーブ。
（項目４５）
上記穴の内側に配置される電気的絶縁性の埋め込み用材料をさらに備える、項目４２に記
載の医療用プローブ。
（項目４６）
医療用システムであって、
　項目３４に記載の上記医療用プローブと、
　上記１つのワイヤに結合した高周波（ＲＦ）切除供給源と、
　上記少なくとも他のワイヤに結合したマッピングプロセッサと
　を備える、システム。
（項目４７）
医療用の方法であって、
　項目３４に記載の上記医療用プローブを患者の体内に導入するステップと、
　上記硬い電極を該患者の体内の組織と接触するように設置するステップと、
　上記微小電極のうちの少なくとも１つを介して該組織を感知するステップと、
　該組織を切除するように該硬い電極から切除エネルギーを伝達するステップと、
　を含む、方法。
（項目４８）
上記組織は、心臓組織である、項目４７に記載の方法。
（項目４９）
上記医療用プローブは、上記患者の体内に静脈内導入され、上記心臓組織は、心内膜組織
である、項目４８に記載の方法。
（項目５０）
医療用プローブの製造方法であって、
　壁および該壁によって取り囲まれた穴を有する、円筒形の電極を提供するステップと、
　該壁を通して該穴に通じる複数の空孔を形成するステップと、
　該空孔の中に複数の微小電極をそれぞれ取り付けるステップと、
　細長部材の遠位端を該穴の中に取り付けるステップと、
　少なくとも１つのワイヤを該電極および該微小電極に接続するステップと、
　該細長部材を通して該少なくとも１つのワイヤを配置するステップと
　を含む、方法。
（項目５１）
上記電極は、半球形の遠位先端を有し、上記細長部材の遠位先端は、上記穴の中に取り付
けられる、項目５０に記載の方法。
（項目５２）
上記空孔は、上記壁を通してドリルで穿孔され、上記穴に通じる、項目５０に記載の方法
。
（項目５３）
上記細長部材は、可撓性である、項目５０に記載の方法。
（項目５４）
上記複数の微小電極は、少なくとも４個の微小電極を備える、項目５０に記載の方法。
（項目５５）
複数の電気的絶縁性の帯をそれぞれ上記空孔の中に取り付けるステップをさらに含み、上
記微小電極はそれぞれ、該電気的絶縁性の帯の内側に取り付けられる、項目５０に記載の
方法。
（項目５６）
上記細長部材の上記遠位端を上記穴の内側に取り付ける前に、電気的絶縁性の埋め込み用
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材料を該穴の中に導入するステップをさらに含む、項目５０に記載の方法。　
（項目５７）
上記微小電極のそれぞれは、４ｍｍ以下の直径を有する、項目５０に記載の方法。
（項目５８）
実質的に連続的な外面を持つ電極集合体を形成するように、上記電極の外面および上記微
小電極の外面を研磨するステップをさらに含む、項目５０に記載の方法。
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